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Abstract The male patrolling activity of the hairstreak, Shirozua jonasi, Was Studied at 4 sites 
in Honshu and Hokkaido in relation to the ambient temperature and the light intensity in 
Summers of 1983-1994. The patrolling flight was observed between 1032 and 1648 hours with 
the peak between ca 1230 and cg 1430 hours. The activity began earlier and lasted longer on 
the days of higher light intensity in the Hokkaido population, while it lasted longer on the days 
of higher temperature and light intensity in the Honshu population. Several matimg pairs Were 
found during the period when the male patrolling fights were observed. 
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は じ め に 


ム モ ン ア カシ ジミ Sozzg jonasi (Janson) の 飛翔 活動 は , 1979 年 当時 , 1,2 の 報告 (青沼 他 , 1973 : 
信州 昆虫 学会 1975) を 除き , 普通 夕刻 に 行わ れる と 考え られ て いた (福田 他 , 1972 : 白水 , 1963, 
1966). し か し , 1979 年 8 月 7 日 長野 県 南安 曇 郡 豊科 町 田沢 に お いて , 本 種 が 昼間 , 間欠 的 に 飛び 出 
し , 下 巴 飛翔 し て いる の に 出会い , 筆者 は 奇異 の 念 に 打 た れ た . 1982 年 8 月 8 日 , 筆者 は 再び 同 地 を 
訪れ , まず 夕刻 の 状況 を 確か め る た め , 17 時 30 分 より 19 時 まで 観察 し た が , 1 頭 の 飛翔 活動 も 見 ら 
れ な か っ た . 憶 9 日 は 早朝 より 観察 し て いた と ころ , 12 時 頃 よ り 二 雨 の 来襲 し た 13 時 30 分 まで , 前 
回 と 同じ 様 に 相当 数 の 本 種 成虫 が 数 分 の 間隔 を お いて 次 々 に 飛び 出し , 貼 巴 飛翔 を 行っ た . この よう 
な 状況 は 上 記 の 通説 と は し あまりに も 異な る た め , 筆者 は 1983 年 以来 , 本 種 の 日 周 行動 に つい て , 飛 
翔 時 刻 と 照度 と 気温 が どの よう に 関連 する か の 野外 調査 に 着手 し た . 約 10 年 を 期 に . ひと まず その 
結果 を まとめ 報告 し さら な る 研究 の 資 と し た いと 思う . 


調査 地 お よび 調査 方 法 
1. 調査 地 


調査 は 1983 年 か ら 1994 年 に か け て , 長野 県 南安 曇 郡 豊科 町 田沢 , 北海 道 小樽 市 天狗 山 , 北海 道 札幌 
市 豊平 区 西岡 公園 , 滋賀 県 坂田 郡 伊吹 町 甲 津原 の 4 ヵ所 で 実施 し た . 各 調査 地 の 標高 , 調査 期間 を 
Table 1 に 示す . 


2. 調査 方 法 


調査 地点 は , 上 記 の 各 調 査 地 に お いて , 本 種 の 飛翔 する 林 の 槽 を 一 望 で きる 場所 に 定め , 調査 は , 毎 
回 原則 と し て 早朝 か ら 夕 刻ま で 行っ た . 


本 種 の 飛翔 に は , 主として 発生 樹 の 上 部 槽 を 選 型 に 縫う よう に , 相当 長く 活発 に 飛 痢 し , 追 飛 か ら 下 
巴 飛翔 に 移る こと の ある さま よい 型 探 座 飛翔 (藤井 , 1982 ; 以下 「 探 雌 飛 翔 」 ) と 見 られ る も の と , 午 
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Table 1. Locality, altitude, and period of observation on the male patrolling flight in 
Shirozua / の 7 の 57 








Locality Altitude (m) Period 
Tazawa, Toyoshina Town, Nagano Pref. (Ta)* 580 Aug. 1983-Aug. 1994 
Kozubara, Ibuki Town, Shiga Pref. (K) 559 Aug. 1991 & Aug. 1992 
Mt Tengu, Otaru City, Hokkaido (Te) 532 Aug. 1990 
Nishioka Park, Sapporo City, Hokkaido (N) 140 Aug. 1990 





* Acronyms for Fig. 1. 


前 中 , 葉 か ら 葉 へ 小刻み に 移動 する 場所 替え と 見 られ る 飛翔 と が ある . 本 調査 で は , 前 者 を 探 雌 飛翔 
と みな し て 調査 の 対象 と し , 後者 は 調査 の 対象 より 除外 し た . 調査 は , 本 種 が 探 離 飛翔 活動 を 始め た 
時 点 で 個体 数 を 数 え , その 時 刻 と その 時 の 照度 を 記 録 し た . 


照度 測定 に は , Tokyo Optical Co., Ltd. 製 の 携帯 照度 計 Topcon 1M-20 に 10M フィ ルター を 取り 付け 
た も の を 使用 し , 測光 部 を 空 に 向け て 計数 を 記録 し た . 気温 は C 温 度 計 を 日 陰 の 地上 1.5 m の 枝 に つ 
る し, 10 分 毎 に 記録 し た . 


結果 
1. 配偶 行動 の 飛翔 に つい て 
(1) 探 雌 飛 凝 活動 


この 調査 で 観察 され た 本 種 の 探 雌 飛翔 活動 の 時 間 的 パタ ー ン (飛翔 時 刻 と 飛翔 数 ) を Fig. 1 に 示し た . 
この 図 で は 活動 指数 ( 探 雌 飛 翔 総数 ) を 30 分 毎 に 示し て いる が , これ は 30 分間 に 観察 され た 本 種雄 
成虫 の 探 雌 飛翔 数 を 合計 し た も の で ある . 


Fig. 1 に は 田沢 で の 18 回 (Ta-1-18), 小橋 天狗 山 お よび 札幌 西岡 公園 で の 各 6 回 (Te-1-6, N-1-6), 滋 
賀 県 甲 津 原 で の 2 回 (K-1-2) の 観察 結果 を 示し , 説明 文中 に 調査 日 お よび その 日 の 飛翔 総数 を 記し 
た . これ ら の 観察 記録 の 中 で , 最も 早い 飛翔 時 刻 は 10 時 32 分 (1990 年 8 月 19 日 , 天狗 山 ), 最も 遅 
い 飛 び 終 わり 時 刻 は 16 時 48 分 (1984 年 7 月 29 日 , 田沢) で あっ た . その 間 , 12 時 30 分 か ら 14 時 
30 分 を 中 心 に 活発 な 探 雌 飛翔 が 観察 され た . 17 時 以降 の 夕刻 の 状況 に つい て は , 田沢 に お いて 7 回 
観察 を 行っ た が , 探 雌 飛翔 は 見 られ な か っ た . た だ , 1985 年 7 月 20 日 激しい 雷雨 直後 の 17 時 40 分 , 
照度 1,200 lux, 気温 24C で , 4 頭 の 本 種 が ふわ ふわ と 槽 を 飛ぶ の を 観察 し た . し か し , 飛翔 時 間 は 短 
か っ た. 


本 種 は 炎天下 の 強烈 な 陽光 (照度 140.800 lux, 1990 年 8 月 12 日 13 時 5 分 , 札幌 西岡 公園 ) の も と で 
も , 小雨 降る 薄暗い (照度 4400 lux, 1990 年 8 月 11 日 13 時 37 分 , 札幌 西岡 公園 ) 場合 で も , ある 
時 刻 が 来る と , まず 1 頭 が 飛び 出し , それ を 合図 に する か の よう に 次 々 と 飛翔 を 開始 , 主として 発生 
樹 の 上 部 本 を 疑う よ ょ うに [さま よい 型 探 雌 飛 翔 (藤井 , 1982)] を し , 時 に は 蝶 道 的 に 見 える こと も あっ 
た . 追 飛 か ら 2 頭 あ る い は 3 頭 の 貼 巴 飛翔 に 移る こと が 多かっ た . 雌 は 雄 の 飛翔 に よっ て 葉 上 か ら 飛 
び 立 た され る の か , 自ら 飛翔 に 加わ る の か 不明 で ある が , 屯 巴 飛 次 か ら 落 下す る よう に し て 下方 の 葉 
上 に 止ま り , 交尾 に 入る の が 観察 され た (Fig.1 お よび Table3). 雄 同 志 の 場 合 は , 間もなく 左右 に 別 
れる が , 各個 体 は 飛び 出す 以前 に 静止 し て いた も と の 位置 に は ほとん ど 戻 ら な か っ た . 1 頭 の 飛翔 し 
て いる 時 間 は 屯 巴 飛 交 の 時 間 を 含め て も 数 十 秒 で , 1 分 を 越す こと は ほとん ど な か っ た . 


. (2) 発生 期 と 飛翔 活動 


田沢 に お いて は , 7 月 20 日 頃 は まだ 発生 の 初期 と 思わ れ , 個体 数 も 少な く , か な り の 間隔 を お いて 飛 
び 出 す 状 態 で , 忠 巴 飛翔 も 行わ れん な か っ た . 7 月 30 日 頃 か ら 8 月 上 名 に か け て は , 最盛 期 と 考え ら 
れ , 飛翔 も 活発 で , 個体 数 も 多く , 忠 巴 飛 贅 の 回 数 も 非常 に 多く , 交尾 も この 時 期 さ か ん に 行わ れる 
の が 観察 で きた . 8 月 下旬 に な る と , 飛翔 数 も 減少 し , 下 巴 飛翔 も 少な く な り , 交尾 の 観察 例 も な 
か っ た (晩期 )、 田沢 に お ける 1983 年 -1994 年 の 各 期 の 飛翔 数 と 出 巴 飛翔 数 を Table 2 に 示し た . 
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Fig.1. Number of male patrolling fhghts of Shirozua jonasi observed in each 30 min. period 
between 1000 and 1700 hours on different observation days at Tazawa。 Nagano Prefecture 
(Ta-1-18) and Kozubara, Shiga Prefecture (K-1-2) in Honshu, and Mt Tengu (Te-1-6) 


and Nishioka Park (N-1I-6), southeastern Hokkaido. 


(see Table 3). R : not observed because of rain. 


(3) 交尾 


v: A mating Dair was observed 


本 種 の 交尾 は 活動 時 間 帯 に 行わ れる の が 観察 きれ た (Fig. 1 に ヤ 印 で 表示 ). 本 調査 に おい て, 交尾 の 
成立 を 確認 し た 時 刻 , 照度 お よび 気温 は Table 3 の と お り で ある . 


交尾 は 翌 早朝 まで 継続 後 分 離す る よう で , 7 時 頃 の 観察 で は , 雌雄 は 20 cm 余り 離れ た 葉 上 に 静止 し 


て いる 例 が 多く , 時 間 と と も に 少し ずつ 上 部 槽 に 移動 する の が 観察 され た . 1983 年 8 月 20 日 12 時 25 
分 田沢 に お いて , 早朝 交尾 を 解い た 雌 が 静止 し て いる 薬 に 雄 が 探 雌 飛翔 を し て 近づい て も 雌 は 動か な 


か っ た の を 観察 し て いる . 


NT エ -] 
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Fig.1. Continued. 


2. 飛翔 活動 と 気温 と の 関係 


ここ で は , 雄 の 飛翔 活動 の 開始 時 刻 , ピー ク 時 刻 , 終了 時 刻 , 継続 時 間 と 平均 気温 と の 関係 を 解析 し 
た 結果 に つい て 述べ る . 平均 気温 は 飛び 始め 時 刻 か ら 飛 び 終 わり 時 刻 の 間 の 10 分 毎 の 気温 数 値 の 平 
均 と し て 算出 し た . 


(1) 飛翔 開始 時 刻 と 平均 気温 


Fig. 2 は 探 雌 飛翔 の た め 飛 び 出 し 始め た 時 刻 と 平均 気温 の 関係 を 示し た も の で ある . Fig.2- 左 は 本 州 
(田沢 お よび 後 津原 ) に お ける 観察 結果 を まとめ た も の で , 飛翔 開始 時 刻 は 11 時 30 分 か ら 12 時 30 分 
の 間 に 集 中 し , 平均 気温 の 高低 に か か わら ず 一 定 し て いた 0.097, ア >0.05). 
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Fig.1. Continued. 


Fig. 2- 右 は 北海 道 (小樽 天狗 山 お よび 札幌 西岡 公園 ) に お ける 飛翔 開始 時 刻 と 平均 気温 の 関係 を 示す 
が , 最も 早い 飛翔 開始 時 刻 は 10 時 32 分 (天狗 山 ), 最も 遅い 飛翔 開始 時 刻 は 12 時 23 分 (西岡 公園 ) 
で , 気温 が 低い ほど 飛翔 開始 時 刻 が 遅れ る 傾向 が 認め られ だ た が, 統計 的 に は 有意 で は な か っ た (r= 
ー0.416, ア >0.05). 


(②) 飛翔 の 平均 時 刻 と 平均 気温 


飛翔 の 平均 時 刻 は 飛翔 時 刻 と その 時 の 飛翔 数 を 加重 平均 する こと に よっ て 人 算出 し た . これ は 概ね 飛翔 
活動 の ピー ク 時 刻 を 表わす も の と いえ る . Fig. 3 に 飛翔 の 平均 時 刻 と 平均 気温 の 関係 を 示す . 飛翔 の 
平均 時 刻 と 平均 気温 と の 間 に , 本 州 産 (Fig.3- 左 ) で は 正 の 相関 (r=0.670, ア <0.05), 北海 道産 (Fig. 
3- 右 ) で は , 弱い 負 の 相関 (r= 一 0.642,。 ア <0.1) が 認め られ た だ た . すなわち , 飛翔 の ピー ク は 13 時 頃 に 
ある が , 本 州 産 で は 平均 気温 が 高い 日 は 遅れ る 傾向 が , 北海 道産 で は 早まる 傾向 が ある こと を 示し て 
いる . 


Table 2. Frequency of the spiral fight of Shirozua jonasi male observed at the study 
site of Tazawa, Nagano Prefecture in 3 different periods of summers in 1983 and 





1994. 
Frequency of No. No. B/A 
Season observation male fight spiral fhght (%) 
(days) (A) (B) 3 
Mid Jul. 2 20 0 0 
Late Jul.-early Aug. 8 901 232 28.0 
Mid & late Aug. 11 323 96 18.6 
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Table 3. Light intensity and ambient temperature at the time when the mating pair of 
Shirozua jonasi was found. 


; Time of day Light intensity Temperature 
Locality Date and year (hrs) x < 
Tazawa Aug. 8, 1983 1338* 144.000 29.0 

Aug. 9, 1983 1406** 108,800 29.0 
Jul. 29, 1984 1330* 117,300 28.5 
Aug. 5, 1985 1302* 105,500 31.0 
Aug. 7, 1986 1410* 103,200 25.0 
Aug. 8, 1986 1248* 107,100 26.0 
Aug. 8, 1986 1325* 110,700 27.0 
Aug. 8, 1986 1530* 25,300 25.0 
Mt Tengu Aug. 6, 1990 1215* 37.400 25.0 


* Copulation was observed to last until the evening. 
** The male and female separated in 3 min. 


(3) 飛翔 終了 時 刻 と 平均 気温 


Fig. 4 は 飛翔 終了 時 刻 と 平均 気温 と の 関係 を 示し た も の で ある . 飛翔 終了 時 刻 の 最も 早い 記録 は , 本 
州 で 14 時 23 分 (田沢) 北海道 で 13 時 42 分 (天狗 山 ) 最も 遅い 記録 は 本 州 で は 16 時 48 分 (田沢 ) 
北海 道 で 16 時 46 分 (天狗 山 ) で あっ た . 


本 州 (田沢 ) 産 で は , 平均 気温 が 高い 日 ほど 飛翔 終了 時 刻 が 遅れ る 弱い 傾向 が 認め られ だ た が (= 
0.498, ア <0.1), 北海 道 で は 一 定 の 傾向 は 認め られ な か っ た ( ヶ ニ ー0.292, ア >0.05). 


(④ 飛翔 時 間 と 平均 気温 


Fig. 5 は 1 日 の 飛び 始め 時 刻 か ら 飛 び 終 わり 時 刻ま で の 時 間 (飛翔 時 間 ) と 平均 気温 の 関係 を 示し た も 
の で ある . 飛翔 時 間 の 最も 長い 記録 は 本 州 で 5 時 間 3 分 (田沢 ) 北海道 で S$ 時間 26 分 (天狗 山 ) 最 
も 短い 記録 は 本 州 で 2 時 間 45 分 (田沢 ), 北海 道 で 1 時 間 33 分 (天狗 山 ) で あっ た . 本 州 (田沢) 産 
で は , 平均 気温 が 高い 日 ほど 飛翔 時 間 が 長く な る 傾向 が 認め られ た が , 統計 的 に 有意 で は な か っ た 
70.401, ア >0.05). 北海 道 で は 一 定 の 傾向 は 認め られ な か っ た テー0.031, ア >0.05). 


(3) 飛翔 時 の 最低 ・ 最 高 気 温 


本 調査 に お ける 飛翔 時 の 最低 気温 は , 本 州 で は 20'C ( 甲 津原 ), 北海 道 で は 18.$*C (天狗 山 ), 最高 気 
温 は 本 種 で 33*C (田沢 ), 北海 道 で 28*C (天狗 山 ) が 記録 され た . 


佐藤 ・ 山 内 (1982) の 青森 県 で の 観察 に よれ ば , 20'C 以下 に な れ ば 本 種 の 日 周 活動 は 停止 する と いう . 
し か し , 北海 道産 の 本 種 は 寒さ に 適応 し て いる の か , 本 調査 で は 18.5*C で も 飛翔 活動 が 見 られ た . 


3. 飛翔 活動 と 照度 の 関係 


雄 の 飛翔 活動 の 開始 時 謙 , ピー ク 時 刻 , 終了 時 刻 , 継続 時 間 と 平均 照度 と の 関係 を 解析 し た 結果 は 以 
下 の よ う で あっ た . 平均 照度 は , 探 雌 飛 翔 を 観察 する ご と に 測定 し た 照度 を 1 日 毎 に 平均 し て 算出 し 
の 


(1) 飛翔 開始 時 刻 と 平均 照度 


Fig. 6 は 飛翔 開始 時 刻 と 平均 照度 と の 関係 を 示し た も の で ある . 本 州 に お ける 調査 で は , 飛翔 開始 時 
刻 は 11 時 30 分 か ら 12 時 30 分 に 集中 し , 一 定 の 傾向 は 認め られ な か っ な た ( ヶ 三 0.473, P>0.05). 一 方 , 
北海 道 に お ける 調査 で は , 照度 が 高い 日 ほど 飛翔 開始 時 刻 が 早 に と いう 有意 な 負 の 相関 が 認め られ た 
(r=—0.791, P<0.05). 
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Fig.2. Relationship between time of the first patrolling flight of male Shirozua jonasi and 
mean temperature for the flight period on each observation day at Tazawa and Kozubara, 
Honshu (left) and Mt Tengu and Nishioka Park, Hokkaido (right). The data based on 
insufficient samples (©) and those taken on the days when the observation began late in 
the morning (4) or when it began to rain in the course of observation (^) were excluded 
in statistical analyses. 
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Fig. 3. Relationship between mean time of patrolling activity of male Shirozua jonasi and 
mean temperature for the flight period on each observation day at 2 sites each in Honshu 
(left) and Hokkaido (right). For the meaning of symbols, see Fig. 2. 


(2) 飛翔 平均 時 刻 と 平均 照度 


Fig. 7 は 飛翔 の 平均 時 刻 (ピー ク 時 刻 ) と 平均 照度 の 関係 を 図示 し た も の で ある . 北海 道産 (Fig. 7- 右 ) 
で は 飛翔 の 平均 時 刻 は 12 時 30 分 か ら 13 時 30 分 頃 に 集中 し , 平均 照度 と の 間 に 相 関 は 認め られ な 
か っ た が ( ヶ 三 0.010, ア >0.05), 本 州 産 (Fig. 7- 左 ) で は , 強い 正 の 相関 が 認め られ た だ (r 三 0.764, P< 
0.01). すなわち , 本 州 産 で は 照度 の 高い (よく 晴れ た ) 日 ほど 活動 の ピー ク が 遅く な る こと が 明らか 
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Fig.4. Relationship between time of final fight of male Shirozua jonasi and mean temperature 
for the fight period on each observation day at 2 sites each in Honshu (left) and 
Hokkaido (right). For the meaning of symbols, see Fig. 2. 
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Fig. 5. Relationship between duration of fhght period of male Shirozua jonasi and mean 
temperature for the period on each observation day at 2 sites each in Honshu (left) and 
Hokkaido (right). For the meaning of symbols, see Fig. 2. 


に な っ た. 


(3) 飛翔 終了 時 刻 と 平均 照度 


Fig. 8 は 飛翔 終了 時 刻 と 平均 照度 の 関係 を 示し た も の で ある . 本 州 産 に お いて は , 照度 の 高い 日 ほど 
飛翔 終了 時 刻 が 遅れ る ご く 有 弱い 傾向 が 認め られ た が , 統計 的 に 有意 で は な か っ た (r==0.425, P>0.05). 
一 方 , 北海 道産 に お いて も , 照度 と 飛翔 終了 時 刻 と の 間 に 同 様 の 傾向 は ある が , 有意 で は な か っ た 
(r=0.317, ア >0.05). 


(④) 飛翔 時 間 と 平均 照度 
Fig.9 は 1 日 の 飛翔 時 間 と 平均 照度 と の 関係 を 示し た も の で ある . 本 州 産 で は 両者 の 間 に 何 ら 相関 は 
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Fig.6. Relationship between time of the first patrolling fight of male Shirozua jonasi and 
mean light intensity for the flight period on each observation day at 2 sites each in 
Honshu (left) and Hokkaido. For the meaning of symbols, see Fig. 2. 
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Fig.7. Relationship between mean time of patrolling activity of male Shirozua jonasi and 
mean hight intensity for the fght period on each observation day at 2 sites each in 
Honshu (left) and Hokkaido (right). For the meaning of symbols, see Fig. 2. 


認め られ な か っ た (r=0.066, P>0.05). 北海 道産 で は , 照度 が 高い 日 ほど 長い 時 間 飛 翔 活動 を する 傾 
向 が 認め られ た が , 有意 で は な か っ た 0.555, P>0.05). 


4. 水浴 行動 

本 種 の 飛翔 活動 の 観察 中 , 水浴 行動 と 思わ れる も の を 観察 し た . 1990 年 8 月 20 日 ( 曇 ) 札幌 西岡 公園 
に お いて , 12 時 52 分, 1 頭 の 成虫 が 発生 樹 (ミズ ナラ ) の 槽 より 相当 長い 飛翔 の 後 、 その ミズ ナラ か 
ら 30 cm ほど 離れ た 溜池 に 飛来 , 水面 に 続け て 2 回 接触 し た 後 , 別 の ミズ ナラ の 槽 に 舞い 上 が っ て 


行っ た . 水面 に き さ や か な 動き が あっ た の で , 接 水 し た こと は 確か で ある が , 口 欧 の 状態 や 雌雄 の 別 
は わか ら な か っ た だ . 本 種 の この よう な 行動 は 文献 に は 見 当たら な いし , これ 以外 観察 も し て いな い . 
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Table 4. Number of patrolling flights of Shirozua jonasi observed 
at the study site of Tazawa in late August in 1983-1994. 


Date and year No. of patrolhng flight observed 
Anugust 21, 1983 96 
August 19, 1984 132 
August 22, 1985 58 
August 27, 1986 96 
August 28, 1987 0 
August 30, 1988 36 
August 29, 1989 48 
August 26, 1991 12 
August 20, 1993 6 
August 24, 1994 6 


5. 田沢 に お ける 個体 数 の 変動 


田沢 は 観察 を 始め た 1983 年 か ら 1986 年 まで は 相当 な 多 産 地 で あっ た が , 1987 年 に は 8 月 9 日 の 観察 
で 飛翔 数 10, 8 月 28 日 の 観察 で は 飛翔 数 0 と な っ た . その 後 や や 回 復 の きざし が 見 えた が , 1991 年 以 
降 急激 に 減少 し , 観察 地 と し て の 価値 を 失っ た (Table 4④). 減少 の 原因 は , 次 の よう な 環境 の 悪化 に よ 
る も の と 思わ れる . 


(1) 調査 地 の 30 m 北側 を 通る 長野 一 松本 間 の 県 道 が 拡幅 され , 自動 車 (特に 大 型 車 ) の 通行 量 が 次 
第 に 増加 し た . その 上 , 道路 か ら 調 査 地 に 接する と ころ まで , チェ ー ン 着脱 場 と し て 退避 所 が 設け ら 
れ , 夏季 に は 木陰 の 休憩 所 と な っ て , 調査 地 の 真横 で エン ジン か ら 熱 気 と 排気 ガス を 吹き 付け る 状態 
と な り , ゴミ の 投棄 も 増え , 不潔 と な っ た . 


(2) 県 道 よ り 調査 地 の 脇 を 通り 川 畔 に 下る 50 cm 幅 だ っ た 小径 が , 1986 年 川岸 改修 工事 の た め , ブル 
トー ザー が 通る よう に 拡幅 され , 調査 地 の 足 元 を 削っ た . その た め 下 草 の 茂 り も 悪く な り , 乾燥 気味 
と な っ だ た. 


考 _ 寮 


以上 の よう な 観察 結果 か ら , 本 種 の 探 雌 飛 翔 活動 は 12 時 30 分 か ら 14 時 30 分 頃 を ピー ク に 昼間 に 行 
われ , 交尾 も その 時 間 帯 に 成立 する こと が 明らか に な っ た . また , 本 種 の 探 中 飛 翔 活動 は , 気温 , 照 
度 の 影響 を 受け る こと も 明らか に な っ た が , 本 州 産 と 北海 道産 と で は , それ ら の 環境 要因 に 対す る 反 
応 が や や 異な る よう に 思わ れ た . 


本 州 産 で は , 探 座 飛 翔 の 開始 時 刻 は 正午 前 後 で 安定 し て お り , これ は その 日 の 気温 や 照度 と は 無関係 
の よう で あっ た . 一 方 , 飛翔 の 終了 時 刻 は 気温 や 照度 が 高い 日 ほど や や 遅れ る 傾向 が 認め られ , 飛翔 
の ピー ク 時 刻 は 有意 に 遅れ た . 飛翔 活動 の 継続 時 間 は , 統計 的 に は 有意 で な いも の の , 気温 や 照度 の 
高い 日 ほど や や 長い 傾向 が 見 られ た . 


北海 道産 で は , 探 雌 飛翔 の 開始 時 刻 が 照度 の 高い 日 ほど 早まる と いう 有意 な 負 の 相関 が 認め られ た . 
これ は , 北海 道 で は 朝 の 気温 が 低い た め , 飛翔 活動 が 太陽 の 四 射 熱 に よる 体温 上 昇 を 待っ て 行わ れる 
か ら か も し れ な い . また だ, 照度 の 高い 日 は 統計 的 に 有意 で は な いも の の , 飛翔 時 間 が 長く な る 傾向 が 
認め られ た が , これ も 同様 の 理由 に よる も の と 思わ れる . 北海 道産 で は , 気温 の 高い 日 ほど 有意 に 飛 
翔 の ピー ク 時 刻 が 早まる の も , 体温 上 昇 が 速やか に 行わ れん る こと に よる の で あろ う . 北海 道産 で は , 
飛翔 終了 時 刻 は 日 に よっ て まち まち で , 気温 や 照度 と の 関係 は 不明 瞭 で あっ た が , 本 種 の 気象 条件 へ 
の 対応 の 微妙 さき を 示す も の か も し れ な い . 


照度 に 関し て は , 本 種 が 照度 の 低い 夕方 に 飛翔 する と か , 曇っ た 日 に は 日 中 で も 飛翔 する と か 言わ れ 
て いる が (高橋 ・ 田 中 ・ 若 林 , 1973 ; 星川 , 1978), 本 調査 に より 低い 照度 で も 高い 照度 で も 万 遍 な く 飛 
翔 活動 が 行わ ん る こと が 明らか に な っ た . し た が っ て , 探 雌 飛翔 活動 は ) この 蝶 の 内 因 的 な り リズ ム に 
よっ て 支配 され , 央 度 や 気温 は むし ろ 補 助 的 な 役割 を し て いる の で は な いか と 考え られ る . 最近 本 種 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 





ム モ ン ア カ ヵ ゎ シ ジミ の 探 雌 飛翔 活動 151 

と 17 Honshu 17 Hokkaido 
や r=0.425 e ae 
ャ デー N.S 
x 16 oe 4 内 . 16 
ュー SS © る 
ち 15 e 15 
= * 線 
jg 14 14 
= 
E o や 
ー 13 13 
O 
© oo 
EE 12 12 
トー 

0 5 10 15 0 5 10 15 


Mean light intensity (x10° 1x) 


Fig.8. Relationship between time of final flight of male Shirozua jonasi and mean light 
intensity for the flight period on each observation day at 2 sites each in Honshu (left) and 
Hokkaido (right). For the meaning of symbols, see Fig. 2. 
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Fig.9. Relationship between duration of flight period of male Shirozua jonasi and mean light 
intensity for the period on each observation day at 2 sites each in Honshu (left) and 
Hokkaido (right). For the meaning of symbols, see Fig. 2. 


の 日 中 活動 性 の 記述 が 相次い で 発表 (藤井 , 1989 ; 明 川 ・ 小 林 , 1995 : 栗田 , 1993 ; 小田 切 , 1993 ; 佐 
藤 ・ 山 内 , 1982 : 山口 , 1988) され た が , 夕刻 飛翔 の 報告 ( 小 出 , 1990) や 記述 ( 松 香 , 1994: 渡辺 , 
1991) も 多い . 今後 と も , この 蝶 の 夕刻 活動 性 を 含め た 日 周 行動 の さら な る 観察 と 飛翔 活動 性 を 支配 
する と 考え られ る 内 因 的 リズ ム の 研究 を 進め る 必要 が ある . 
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Summary 


l. The male patrolling activity of the hairstreak, Shirozua jonasi (Janson), was studied in 
deciduous forests at Tazawa, Nagano Prefecture, and Kozuhara, Shiga Prefecture, central Honshu, 
and Mt Tengu, Otaru City, and Nishioka Park, Sapporo City, southeastern Hokkaido, in relation 
to the ambient temperature and the light intensity in summers of 1983-1994. 


2. The patrolling flight was observed between 1032 and 1648 hours with the peak between ca 1230 
and ca 1430 hours. The light intensity under which the activity was seen ranged as high as 140,800 
lux and as low as 4,400 lux. 


3. In the Hokkaido population, the patrolling activity began earlier and lasted longer on the days 
of higher light intensity, while its termination seemed not affected by temperature and light intensity. 
In the Honshu population, by contrast, the activity lasted longer on the days of higher temperature 
and light intensity, while the beginning of patrolling flight seemed constant from day to day. 


4. Several mating pairs were found during the period when the male patrolling fiights were 
observed. The copulation seemed to last until the next morning. 


5. As for the study site of Tazawa this species was abundantly seen until 1986 but began to decline 
in 1991. This decline is considered to be due to the road-widening in the habitat. 
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